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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】腕時計及び携帯電話として機能し、時間と情報
を表示し、情報を受信及び送信し、並びに音声を受信及
び送信する腕時計として機能するためにユーザの腕の周
りに装着できる腕時計型携帯電話を提供する。
【解決手段】腕時計モデルとして又は情報を表示し、情
報を受信又は送信し、及び音声を受信又は送信する携帯
電話モデルとして機能するように携帯電話モジュール２
０とこの携帯電話モジュールをユーザの手首に合わせる
ためのストラップモジュール３０を有し、携帯電話モジ
ュールは、矩形ＬＣＤディスプレイと１２個の数字記号
入力キーとを備える本体２１を有し、各キーは、矩形Ｌ
ＣＤディスプレイの周囲に取り囲まれた位置に配置し、
且つ携帯電話モジュールが腕時計モデルである時に矩形
ＬＥＤディスプレイ上に示される電子時計用の１時から
１２時まで逐次１時間の時計の針としての役割を果たす
。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　腕時計型携帯電話であって、
　互いに結合された携帯電話モジュールとストラップモジュールとを備え、
　前記携帯電話モジュールは、前記携帯電話モジュールを腕時計モデル又は携帯電話モデ
ルとして選択的に働かすための回路ボードを有する本体を中に有し、
　前記本体は、腕時計モデルにおいて時間を表示するため又は携帯電話モデルにおいて受
信又は送信情報を表示するための矩形ＬＣＤディスプレイを有し、
　且つ制御情報を携帯電話モデルに入力するために夫々使用される”０から９”、”＃”
及び”＊”を含む１２個の入力記号に対応するための１２個の数字記号入力キーとを有し
、
　前記本体に配置される１２個の数字記号入力キーの各々は、前記矩形ＬＣＤディスプレ
イの周囲に取り囲まれた位置に夫々配置され、
　且つ前記携帯電話モジュールが腕時計モデルである時に、前記矩形ＬＣＤディスプレイ
上に示される電子時計のために１時から１２時まで逐次１時間の時計の針としての機能す
る、
　腕時計型携帯電話。
【請求項２】
　一つ又は複数の拡張可能モジュールが、前記携帯電話モジュールと前記ストラップモジ
ュールとの間に接続可能であり、前記拡張可能モジュールは、レンズを有するデジタルカ
メラモジュール、メモリモジュール、ブルートゥースモジュール、ＧＰＳモジュール、Ｍ
Ｐ３モジュール、又は音声を受信及び送信するための電子モジュールから選択されたモジ
ュールの一つである、請求項１に記載の腕時計型携帯電話。
【請求項３】
　前記１２個の数字記号入力キーの各々は、前記本体の矩形ＬＣＤディスプレイを囲む外
周に全てが配置される、又は前記本体の側面に全てが配置される、或いは前記１２個の数
字記号入力キーの一部が、前記本体の側面に配置され且つ前記１２個の数字記号入力キー
の別の一部が前記本体のＬＣＤディスプレイを囲む外周に配置される、請求項１又は２に
記載の腕時計型携帯電話。
【請求項４】
　前記ストラップモジュールは、フレキシブル織物、ゴム、ポリエステル材料、フレキシ
ブル印刷回路、及び平らなフレキシブルケーブルからなる群から選択される、請求項１乃
至３のいずれか一項に記載の腕時計型携帯電話。
【請求項５】
　前記ストラップモジュールのフレキシブル印刷回路は、更に、デジタルカメラのレンズ
、アルファベット”Ａ乃至Ｚ”のためのキー、ＵＳＢスロット、又は上に形成される音声
を受信及び送信するための電子モジュールを含む、請求項１乃至４のいずれか一項に記載
の腕時計型携帯電話。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、腕時計型携帯電話に関し、より具体的には、ユーザの腕回りに上手に装着さ
れ腕時計としても機能する携帯電話に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気通信技術の迅速な進展に従って、携帯電話の目的が広く多様化されており、電気通
信技術のインターネットとの組み合わせによって、ユーザは、イーニュース、イーマガジ
ン、イーブック、イームービー、及びイーコマーシャルを含む、携帯電話を介するインタ
ーネットから種々の情報を得ることができる。明らかに、携帯電話は、今日人々にとって
、必須の商品になっている。
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【０００３】
　しかしながら、携帯電話のユーザは、通常ポケットの中、ベルトの回り、個人のバック
又は手荷物に吊るして携帯電話を持ち運ぶ。その結果、携帯電話をなくし易い。
　ユーザは、電話をかけたり、イーマガジン、イーブック、イームービー、及びイーコマ
ーシャルのようなインターネットからニュース及び情報を検索する必要がある時に、ポケ
ット、ベルト、個人のバック又は手荷物から携帯電話を取りださなければならず、非常に
不便である。
【０００４】
　携帯電話は、人々の日々の生活において必須のツールとなっているので、携帯電話の可
搬性と利便性に益々重要性が集中すべきである。携帯電話が、ユーザの腕の回りに装着さ
れ、腕時計として機能することができる。この場合、携帯電話がより容易に持ち運ばれる
がなくす可能性がより少なくなる。より重要なことは、インターネットから情報を検索す
るために携帯電話を使用することがより便利になることである。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案の主な目的は、腕時計及び携帯電話として機能し、時間と情報を表示し、情報を
受信及び送信し、並びに音声を受信及び送信する腕時計として機能するためにユーザの腕
の周りに装着できる腕時計型携帯電話を提案することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この腕時計型携帯電話は、互いに接続された携帯電話モジュールとストラップモジュー
ルとを備え、ストラップモジュールは、フレキシブル織物、ゴム、ポリエステル材料、フ
レキシブル印刷回路（ＦＰＣ）及び平らなフレキシブルケーブル（ＦＦＣ）から選択され
る。この腕時計型携帯電話において、携帯電話モジュールは、この携帯電話モジュールが
腕時計や携帯電話として機能することができる回路ボードを有する本体を有し、この本体
は、ＬＣＤディスプレイと１２個の数字記号入力キーを有する。携帯電話モジュールが、
携帯電話として使用され、スタンバイ状態において、ＬＣＤディスプレイは、針と電子時
計の時間を図形表示し、１２個の数字記号入力キーの位置は、１２時間を１２個の時間に
分割し、且つ１時から１２時まで逐次指す。
【０００７】
　一つ又は複数の拡張可能モジュールは、本考案の腕時計型携帯電話の携帯電話モジュー
ルとストラップモジュールとの間に接続可能であり、拡張可能モジュールは、レンズを有
するデジタルカメラモジュール、メモリモジュール、ブルートゥースモジュール、ＧＰＳ
モジュール、ＭＰ３モジュール、又は音声を受信及び送信することができる電子モジュー
ルから選択されることができる。
【０００８】
　前述の１２個の数字記号入力キーは、全てが本体のＬＣＤディスプレイを取り囲む外周
に配置されるか、全ての本体の側面に配置されることができる。或いは、１２個の数字記
号入力キーの一部が本体の側面に配置され且つ１２個の数字記号入力キーの残りの部分が
本体のＬＣＤディスプレイを囲む外周に配置されてもよい。
【０００９】
　また、ストラップモジュールの前述のフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）の上に、更にデ
ジタルカメラ用のレンズ、アルファベット”Ａ乃至Ｚ”用のキー、ＵＳＢスロット、或い
は音声を受信及び送信できる電子モジュールを含むことができる。
【００１０】
　上記及び他の目的を達成するために本考案によって採用される構造と技術的手段は、好
適な実施の形態の以下の詳細な説明と添付の図面を参照することによって、最もよく理解
される。
【考案を実施するための最良の形態】
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【００１１】
　本考案の腕時計型携帯電話１０は、図１と図２に示されている。
　この電話機は、ユーザの腕や足首回りに装着でき、或いは、ベルト又はバッグに取り付
けられことができ、時間を表示し、且つユーザが無線で通信できる小型携帯電話である。
【００１２】
　腕時計型携帯電話１０のための二つの好適な実施の形態があり、好適な実施の形態の一
つは、図１と図２に示されている。
　この実施の形態は、互いに接続された携帯電話モジュール２０とストラップモジュール
３０を備え、それによって、腕時計型携帯電話１０が腕時計モデル及び携帯電話モデルと
して機能することができる。
【００１３】
　腕時計型携帯電話１０の別の実施の形態は、図４又は図５に示されている。
　この実施の形態は、互いに接続された携帯電話モジュール２０、一つ又は複数の拡張可
能モジュール４０、及びストラップモジュール３０を備える。腕時計モデル及び携帯電話
モデルとして機能することに加えて、腕時計型携帯電話１０の機能は、携帯電話モジュー
ル２０とストラップモジュール３０との間に一つ又は複数の拡張可能モジュール４０を接
続することによって更に拡張されることができる。例えば、接続された拡張可能モジュー
ル４０は、レンズ４２を有するデジタルカメラモジュール、メモリモジュール、ブルート
ゥースモジュール、ＧＰＳモジュール、ＭＰ３モジュール、又は音声を受信及び送信でき
る電子モジュールから選択されることができる。
【００１４】
　図１及び図２に示されるように、携帯電話モジュール２０は、腕時計として形成された
本体２１を有し、この本体２１は、その中に携帯電話モジュール２０を腕時計モデル及び
携帯電話モデルとして機能させるための回路ボード（図示せず）を含む。携帯電話モジュ
ール２０の本体２１は、音声を受信又は送信するための音声モジュール２７のみならず腕
時計モデルにおいて時間を表示し又は携帯電話モデルにおいて受信又は送信された情報を
表示するための矩形ＬＣＤディスプレイ２２、及び制御情報を入力するための及び夫々”
０乃至９”、”＃”及び”＊”を含む１２個の入力記号に対応する１２個の数字記号入力
キーＫ１乃至Ｋ１２を有する。
【００１５】
　携帯電話モジュール２０が携帯電話として使用され、スタンバイ状態において、携帯電
話モジュール２０は、自動的に時間を示すための腕時計モデルに切り替わり、それによっ
て、本体２１のＬＣＤディスプレイ２２が、現在の電子時計の針と時間を図形表示してい
る。更に、矩形ＬＣＤディスプレイ２２の周辺に集合的に取り囲まれた”０乃至９”、”
＃”及び”＊”を夫々表す１２個の記号があり、１２個の記号の各々は、電子時計が矩形
ＬＣＤディスプレイ２２に示される時に、電子時計に対して１時間の時計の針として機能
する。そして、携帯電話モジュール２０が携帯電話モデルに移行すると、本体２１のＬＣ
Ｄディスプレイ２２は、瞬時に入出力情報を表示するためのインターフェースに切り替わ
る。
【００１６】
　図１と図５を参照すると、１２個の数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２は、携帯電話モジ
ュール２０が携帯電話モデルである時”０乃至９”、”＃”及び”＊”を含む１２個の記
号に対する入力キーとして夫々機能するように設計されている。その結果、携帯電話モジ
ュール２０は、腕時計モデルにおいて時間を表示し、携帯電話モデルにおいて情報を表示
し、情報を受信又は送信し、並びに音声を受信又は送信することができる。
【００１７】
　本考案の腕時計型携帯電話１０の別の特徴は、対応する数字及び記号に対する入力キー
として機能することに加えて、１２個の数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２は、夫々１時か
ら１２時まで逐次指すように設計位置に置かれる。
【００１８】
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　この原理に基づいて、１２個の数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２の位置は、図５に示さ
れる方法で配置され、そこでは、数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２の全てが、本体２１の
ＬＣＤディスプレイ２２を取り囲む外周に配置されるか、或いは図１に示されるように配
置され、そこでは、数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２の一部が本体２１の側面に配置され
、数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２の別の一部が本体２１のＬＣＤディスプレイ２２を囲
む外周に配置されるか、或いは数字記号入力キーＫ１乃至Ｋ１２の全てが本体２１の側面
に配置される。
【００１９】
　図２と図４を参照すると、携帯電話モジュール２０の本体２１は、更に、ストラップモ
ジュール３０又は拡張可能モジュール４０を接続するために二つの背側面に夫々配置され
た接続部２３を含む。或いは、図５及び図６を参照すると、ストラップモジュール３０又
は拡張可能モジュール４０を接続するために、突起部２５と凹部２６が夫々携帯電話モジ
ュール２０の本体２１の二つの反対側の側面に配置されている。
【００２０】
　図５及び図６を参照すると、更に、拡張可能モジュール４０は、凹部４１を有する。拡
張可能モジュール４０が携帯電話モジュール２０の本体２１に接続されると、その凹部４
１は、ストラップモジュール３０を接続するために使用される。或いは、凹部４１は、更
に拡張可能モジュール４０を接続するために使用され、後で追加された拡張可能モジュー
ル４０の凹部４１は、ストラップモジュール３０を接続するために使用される。
【００２１】
　図１乃至図７を参照すると、ストラップモジュール３０は、携帯電話モジュール２０又
は拡張可能モジュール４０を共に接続するために各端部が夫々コネクタ３１を有するスト
ラップ形状部品である。従って、本考案の腕時計型携帯電話１０は、選択的に携帯電話モ
ジュール２０とストラップモジュール３０を備えるか、或いは携帯電話モジュール２０、
一つ又はそれよりも多くの拡張可能モジュール４０及びストラップモジュール３０を備え
る。
【００２２】
　そして、ストラップモジュール３０は、防水性ではあるが非導電性フレキシブル織物よ
りなるか、或いは図４に示されるように、ゴム又はポリエステル材料よりなる一対のマッ
チングストラップ３０ａと３０ｂよりなることができる。更に、ストラップモジュール３
０は、良好な導電性と防水性を有するフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）又は平らなフレキ
シブルケーブル（ＦＦＣ）よりなることができる。ストラップモジュール３０のフレキシ
ブル印刷回路（或いはストラップモジュール３０の平らなフレキシブルケーブル）は、携
帯電話モジュール２０内で電線を介して回路ボード（図示せず）に電気的に接続されるこ
とができる。
【００２３】
　更に、図６又は図７に示されるように、ストラップモジュール３０のフレキシブル印刷
回路は、更に、アルファベット”Ａ乃至Ｚ”用のキー３５、デジタルカメラ用のレンズ３
２、ＵＳＢスロット又は音声を受信及び送信できる電子モジュールを含むことができる。
更に、ストラップモジュール３０のコネクタ３１は、音声を受信及び送信するための電子
デバイスや小型デジタルカメラ用のレンズを有する電子デバイスを含むことができる。そ
の結果、本考案の腕時計型携帯電話１０は、異なる機能を有するストラップモジュール３
０のフレキシブル印刷回路（ＦＰＣ）を選択的に接続することによって機能に関して容易
に拡張されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本考案による腕時計型携帯電話の好適な実施の形態の一つを示す概略図である。
【図２】異なる見方から図１に示される腕時計型携帯電話を示す概略図である。
【図３】本考案による腕時計型携帯電話の別の好適な実施の形態を示す概略図である。
【図４】本考案による腕時計型携帯電話の更に別の好適な実施の形態を示す概略図である
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【図５】本考案による腕時計型携帯電話の更に別の好適な実施の形態を示す概略図である
。
【図６】本考案による腕時計型携帯電話の更に別の好適な実施の形態を示す概略図である
。
【図７】本考案による腕時計型携帯電話の更に好適な実施の形態を示す概略図である。
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